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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記憶媒体が有するＲＦＩＤ用ＩＣタグに記憶された識別情報を読み書きする識別情報ア
クセス装置であって、
　電磁波を生成する電磁波生成アンテナ部と、
　前記電磁波生成アンテナ部と電気的に非接触でありかつ前記電磁波生成アンテナ部と一
体に形成された非接触制御装置であって、前記電磁波生成アンテナ部によって生成された
電磁波を受信して電力を生成し、生成した電力に基づいて被制御装置を制御する非接触制
御装置と、を備え、
　前記被制御装置に接続され、前記電磁波生成アンテナ部の近傍に配置された少なくとも
１つの磁界制御アンテナ部を有し、
　前記磁界制御アンテナ部は、前記被制御装置によってオン状態になったときに所定の磁
界を発する識別情報アクセス装置。
【請求項２】
　記憶媒体が有するＲＦＩＤ用ＩＣタグに記憶された識別情報を読み書きする識別情報ア
クセス装置であって、
　電磁波を生成する電磁波生成アンテナ部と、
　前記電磁波生成アンテナ部と電気的に非接触でありかつ前記電磁波生成アンテナ部と一
体に形成された非接触制御装置であって、前記電磁波生成アンテナ部によって生成された
電磁波を受信して電力を生成し、生成した電力に基づいて被制御装置を制御する非接触制
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御装置と、
　前記被制御装置に電気的に接続され、前記非接触制御装置とは別に前記被制御装置を制
御する少なくとも１つの副制御装置と、を備え、
　前記副制御装置は、電磁波を受信して電力を生成し、生成した電力に基づいて前記被制
御装置を制御する識別情報アクセス装置。
【請求項３】
　前記非接触制御装置は、前記電磁波生成アンテナ部によって生成された電磁波を受信す
る電磁波受信アンテナ部を有し、
　前記電磁波受信アンテナ部は、前記電磁波生成アンテナ部とアンテナ基板上に一体に形
成された請求項１又は２に記載の識別情報アクセス装置。
【請求項４】
　前記電磁波生成アンテナ部にＲＦ信号を供給して前記識別情報の読み書きを制御する読
書制御装置をさらに備え、
　前記電磁波受信アンテナ部は、前記読書制御装置及び前記電磁波生成アンテナ部と電気
的に非接触である請求項３に記載の識別情報アクセス装置。
【請求項５】
　前記電磁波受信アンテナ部は、受信した電磁波に基づいて誘導電流を生成し、
　前記非接触制御装置は、誘導電流に基づいて電力を生成して前記被制御装置に供給し、
前記被制御装置を駆動してオン状態又はオフ状態にする請求項３に記載の識別情報アクセ
ス装置。
【請求項６】
　記憶媒体が有するＲＦＩＤ用ＩＣタグに記憶された識別情報を読み書きする識別情報ア
クセス装置であって、
　電磁波を生成する電磁波生成アンテナ部と、
　前記電磁波生成アンテナ部と電気的に非接触でありかつ前記電磁波生成アンテナ部と一
体に形成された非接触制御装置であって、前記電磁波生成アンテナ部によって生成された
電磁波を受信して電力を生成し、生成した電力に基づいて被制御装置を制御する非接触制
御装置と、を備え、
　前記非接触制御装置は、前記電磁波生成アンテナ部によって生成された電磁波を受信す
る電磁波受信アンテナ部を有し、
　前記電磁波受信アンテナ部は、受信した電磁波に基づいて誘導電流を生成し、
　前記非接触制御装置は、誘導電流に基づいて電力を生成して前記被制御装置に供給し、
前記被制御装置を駆動してオン状態又はオフ状態にし、
　前記被制御装置には、前記電磁波生成アンテナ部が生成した電磁波を打ち消すための所
定の磁界を発する磁界制御アンテナ部が接続され、
　前記磁界制御アンテナ部は、前記被制御装置によってオン状態になったとき、前記所定
の磁界を発する識別情報アクセス装置。
【請求項７】
　記憶媒体が有するＲＦＩＤ用ＩＣタグに記憶された識別情報を読み書きする識別情報ア
クセス装置であって、
　電磁波を生成する電磁波生成アンテナ部と、
　前記電磁波生成アンテナ部と電気的に非接触に形成され、前記電磁波生成アンテナ部か
ら発せられる電磁波を受信して受信した電磁波と共振して共振電磁波を発する共振部を有
する共振アンテナ部と、
　前記電磁波生成アンテナ部及び前記共振アンテナ部と電気的に非接触でありかつ前記共
振アンテナ部と一体に形成された非接触制御装置であって、前記共振アンテナ部によって
生成された電磁波を受信して電力を生成し、生成した電力に基づいて被制御装置を制御す
る非接触制御装置と、を備え、
　前記被制御装置に接続され、前記電磁波生成アンテナ部の近傍に配置された少なくとも
１つの磁界制御アンテナ部を有し、
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　前記磁界制御アンテナ部は、前記被制御装置によってオン状態になったときに所定の磁
界を発する識別情報アクセス装置。
【請求項８】
　記憶媒体が有するＲＦＩＤ用ＩＣタグに記憶された識別情報を読み書きする識別情報ア
クセス装置であって、
　電磁波を生成する電磁波生成アンテナ部と、
　前記電磁波生成アンテナ部と電気的に非接触に形成され、前記電磁波生成アンテナ部か
ら発せられる電磁波を受信して受信した電磁波と共振して共振電磁波を発する共振部を有
する共振アンテナ部と、
　前記電磁波生成アンテナ部及び前記共振アンテナ部と電気的に非接触でありかつ前記共
振アンテナ部と一体に形成された非接触制御装置であって、前記共振アンテナ部によって
生成された電磁波を受信して電力を生成し、生成した電力に基づいて被制御装置を制御す
る非接触制御装置と、
　前記被制御装置に電気的に接続され、前記非接触制御装置とは別に前記被制御装置を制
御する少なくとも１つの副制御装置と、を備え、
　前記副制御装置は、電磁波を受信して電力を生成し、生成した電力に基づいて前記被制
御装置を制御する識別情報アクセス装置。
【請求項９】
　前記非接触制御装置は、前記共振アンテナ部によって生成された電磁波を受信する電磁
波受信アンテナ部を有し、
　前記電磁波受信アンテナ部は、前記共振アンテナ部とアンテナ基板上に一体に形成され
た請求項７又は８に記載の識別情報アクセス装置。
【請求項１０】
　前記電磁波生成アンテナ部にＲＦ信号を供給して前記識別情報の読み書きを制御する読
書制御装置をさらに備え、
　前記電磁波受信アンテナ部は、前記読書制御装置、前記電磁波生成アンテナ部及び前記
共振アンテナ部と電気的に非接触である請求項９に記載の識別情報アクセス装置。
【請求項１１】
　前記共振アンテナ部は、受信した電磁波に基づいて誘導電流を生成し、
　前記非接触制御装置は、誘導電流に基づいて電力を生成して前記被制御装置に供給し、
前記被制御装置をオン状態又はオフ状態にする請求項９に記載の識別情報アクセス装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＲＦＩＤタグとアクセスするための識別情報アクセス装置に関する。特に、
カジノなどで使用されるゲーム用チップなどとアクセスするための識別情報アクセス装置
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　カジノなどでは、ゲーム用チップの真贋判定や自動計測などをするために、ＲＦＩＤタ
グを内蔵したゲーム用チップが使用されている。具体的には、ＲＦＩＤ読み取り用のアン
テナをゲーム用テーブルの下方に設け、アンテナから磁界を生成させる。生成させた磁界
が、ゲーム用テーブルに置かれたゲーム用チップを貫くようにして、ＲＦＩＤタグに起電
力を生じさせ、ベット用チップの識別情報（ユニークＩＤ）を検出していた（たとえば、
特許文献１及び２参照）。
【０００３】
　アンテナから生成される磁界が及ぶ範囲は、アンテナの形状やアンテナに加えるＲＦ信
号の出力で決まる。このため、ＲＦＩＤタグとアンテナとの間の距離が、ＲＦＩＤタグの
感度に応じた所定距離よりも離れた場合には、ＲＦＩＤタグを動作させるための起電力が
生じなくなるために、ＲＦＩＤタグのＩＤ等の各種の情報を読み出すことが困難になる。
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【０００４】
　上述したように、アンテナから生成される磁界が及ぶ範囲を広げた場合には、アンテナ
から所定距離より離れた位置にあるＲＦＩＤタグも読み出すことが可能になる。しかしな
がら、磁界が及ぶ範囲に所望としないＲＦＩＤタグが存在する場合であっても、そのＲＦ
ＩＤタグを読み出す場合も想定される。したがって、アンテナから生成される磁界が及ぶ
範囲を広げるとともに、所望する範囲に磁界を及ばせる制御も望まれている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特許第３８３９３０７号
【特許文献２】特許第４４０９５４０号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上述したように、磁界が及ぶ範囲を広げる制御と、磁界が及ぶ範囲を狭める制御との双
方を同時に行う場合には、双方の制御信号を生成して配線に供給する必要がある。しかし
ながら、このように異なる制御信号を生成する場合には制御が煩雑になるとともに、それ
ぞれの制御信号線を配線するなどにより構成が複雑になったり工程が複雑にもなることが
想定される。
【０００７】
　所望する範囲のみに磁界を生じさせることができるとともに、制御や構成を簡素にでき
る識別情報アクセス装置が望まれている。特に、ＲＦＩＤタグを読み書きする処理ととも
に、他の装置を作動させることができる識別情報アクセス装置が望まれている。
【０００８】
　本発明は、上述の点に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、ＲＦＩＤ
タグを読み書きする処理とともに、他の装置を作動させることができる識別情報アクセス
装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の実施の形態に係る特徴は、
　記憶媒体が有するＲＦＩＤ用ＩＣタグに記憶された識別情報を読み書きする識別情報ア
クセス装置であって、
　電磁波を生成する電磁波生成アンテナ部と、
　前記電磁波生成アンテナ部と電気的に非接触でありかつ前記電磁波生成アンテナ部と一
体に形成された非接触制御装置であって、前記電磁波生成アンテナ部によって生成された
電磁波を受信して電力を生成し、生成した電力に基づいて被制御装置を制御する非接触制
御装置と、を備え、
　前記被制御装置に接続され、前記電磁波生成アンテナ部の近傍に配置された少なくとも
１つの磁界制御アンテナ部を有し、
　前記磁界制御アンテナ部は、前記被制御装置によってオン状態になったときに所定の磁
界を発することである。
　ここで、「電磁波生成アンテナ部の近傍」とは、磁界制御アンテナ部が所定の磁界を発
して、電磁波生成アンテナ部が発する磁界に及ぼすことができる範囲や領域をいう。
　また、本発明の実施の形態に係る特徴は、
　記憶媒体が有するＲＦＩＤ用ＩＣタグに記憶された識別情報を読み書きする識別情報ア
クセス装置であって、
　電磁波を生成する電磁波生成アンテナ部と、
　前記電磁波生成アンテナ部と電気的に非接触でありかつ前記電磁波生成アンテナ部と一
体に形成された非接触制御装置であって、前記電磁波生成アンテナ部によって生成された
電磁波を受信して電力を生成し、生成した電力に基づいて被制御装置を制御する非接触制
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御装置と、
　前記被制御装置に電気的に接続され、前記非接触制御装置とは別に前記被制御装置を制
御する少なくとも１つの副制御装置と、を備え、
　前記副制御装置は、電磁波を受信して電力を生成し、生成した電力に基づいて前記被制
御装置を制御することである。
【００１０】
　また、本発明の実施の形態に係る特徴は、上述した構成において、
　前記非接触制御装置は、前記電磁波生成アンテナ部によって生成された電磁波を受信す
る電磁波受信アンテナ部を有し、
　前記電磁波受信アンテナ部は、前記電磁波生成アンテナ部とアンテナ基板上に一体に形
成できるようにしたことである。
【００１１】
　さらに、本発明の実施の形態に係る特徴は、上述した構成において、
　前記電磁波生成アンテナ部にＲＦ信号を供給して前記識別情報の読み書きを制御する読
書制御装置をさらに備え、
　前記電磁波受信アンテナ部は、前記読書制御装置及び前記電磁波生成アンテナ部と電気
的に非接触であることである。
【００１２】
　さらにまた、本発明の実施の形態に係る特徴は、上述した構成において、
　前記電磁波受信アンテナ部は、受信した電磁波に基づいて誘導電流を生成し、
　前記非接触制御装置は、誘導電流に基づいて電力を生成して前記被制御装置に供給し、
前記被制御装置を駆動してオン状態又はオフ状態にすることである。
【００１３】
　また、本発明の実施の形態に係る特徴は、
　記憶媒体が有するＲＦＩＤ用ＩＣタグに記憶された識別情報を読み書きする識別情報ア
クセス装置であって、
　電磁波を生成する電磁波生成アンテナ部と、
　前記電磁波生成アンテナ部と電気的に非接触でありかつ前記電磁波生成アンテナ部と一
体に形成された非接触制御装置であって、前記電磁波生成アンテナ部によって生成された
電磁波を受信して電力を生成し、生成した電力に基づいて被制御装置を制御する非接触制
御装置と、を備え、
　前記非接触制御装置は、前記電磁波生成アンテナ部によって生成された電磁波を受信す
る電磁波受信アンテナ部を有し、
　前記電磁波受信アンテナ部は、受信した電磁波に基づいて誘導電流を生成し、
　前記非接触制御装置は、誘導電流に基づいて電力を生成して前記被制御装置に供給し、
前記被制御装置を駆動してオン状態又はオフ状態にし、
　前記被制御装置には、前記電磁波生成アンテナ部が生成した電磁波を打ち消すための所
定の磁界を発する磁界制御アンテナ部が接続され、
　前記磁界制御アンテナ部は、前記被制御装置によってオン状態になったとき、前記所定
の磁界を発することである。
【００１５】
　本発明の実施の形態に係る特徴は、
　記憶媒体が有するＲＦＩＤ用ＩＣタグに記憶された識別情報を読み書きする識別情報ア
クセス装置であって、
　電磁波を生成する電磁波生成アンテナ部と、
　前記電磁波生成アンテナ部と電気的に非接触に形成され、前記電磁波生成アンテナ部か
ら発せられる電磁波を受信して受信した電磁波と共振して共振電磁波を発する共振部を有
する共振アンテナ部と、
　前記電磁波生成アンテナ部及び前記共振アンテナ部と電気的に非接触でありかつ前記共
振アンテナ部と一体に形成された非接触制御装置であって、前記共振アンテナ部によって
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生成された電磁波を受信して電力を生成し、生成した電力に基づいて被制御装置を制御す
る非接触制御装置と、を備え、
　前記被制御装置に接続され、前記電磁波生成アンテナ部の近傍に配置された少なくとも
１つの磁界制御アンテナ部を有し、
　前記磁界制御アンテナ部は、前記被制御装置によってオン状態になったときに所定の磁
界を発することである。
　また、本発明の実施の形態に係る特徴は、
　記憶媒体が有するＲＦＩＤ用ＩＣタグに記憶された識別情報を読み書きする識別情報ア
クセス装置であって、
　電磁波を生成する電磁波生成アンテナ部と、
　前記電磁波生成アンテナ部と電気的に非接触に形成され、前記電磁波生成アンテナ部か
ら発せられる電磁波を受信して受信した電磁波と共振して共振電磁波を発する共振部を有
する共振アンテナ部と、
　前記電磁波生成アンテナ部及び前記共振アンテナ部と電気的に非接触でありかつ前記共
振アンテナ部と一体に形成された非接触制御装置であって、前記共振アンテナ部によって
生成された電磁波を受信して電力を生成し、生成した電力に基づいて被制御装置を制御す
る非接触制御装置と、
　前記被制御装置に電気的に接続され、前記非接触制御装置とは別に前記被制御装置を制
御する少なくとも１つの副制御装置と、を備え、
　前記副制御装置は、電磁波を受信して電力を生成し、生成した電力に基づいて前記被制
御装置を制御することである。
【００１６】
　また、本発明の実施の形態に係る特徴は、上述した構成において、
　前記非接触制御装置は、前記共振アンテナ部によって生成された電磁波を受信する電磁
波受信アンテナ部を有し、
　前記電磁波受信アンテナ部は、前記共振アンテナ部とアンテナ基板上に一体に形成する
ことができる。
【００１７】
　さらに、本発明の実施の形態に係る特徴は、上述した構成において、
　前記電磁波生成アンテナ部にＲＦ信号を供給して前記識別情報の読み書きを制御する読
書制御装置をさらに備え、
　前記電磁波受信アンテナ部は、前記読書制御装置、前記電磁波生成アンテナ部及び前記
共振アンテナ部と電気的に非接触であることである。
【００１８】
　さらにまた、本発明の実施の形態に係る特徴は、上述した構成において、
　前記共振アンテナ部は、受信した電磁波に基づいて誘導電流を生成し、
　前記非接触制御装置は、誘導電流に基づいて電力を生成して前記被制御装置に供給し、
前記被制御装置を駆動してオン状態又はオフ状態にすることである。
【発明の効果】
【００１９】
　ＲＦＩＤタグを読み書きする処理とともに、他の装置を作動させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の実施の形態による識別情報アクセス装置の概略を示す図である。
【図２】第１の実施の形態による識別情報アクセス装置の構成を示す概略図である。
【図３】ＲＦリーダライタ２００の構成を示すブロック図である。
【図４】ゲーム用チップ４００の構成を示すブロック図である。
【図５】第１の実施の形態によるオンオフ制御回路１３４のオン・オフ制御装置の具体的
な構成を示す図である。
【図６】第１の実施の形態による複数のアンテナ装置１００を用いたときの構成を示す概
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略図である。
【図７】第１の実施の形態による複数の識別情報アクセス装置に他のオン・オフ制御装置
を接続した構成を示す図である。
【図８】第２の実施の形態による識別情報アクセス装置の構成を示す概略図である
【図９】第２の実施の形態による識別情報アクセス装置の第１のアンテナ装置１１００と
第２のアンテナ装置３００との構成を示す図である。
【図１０】第２のアンテナ装置３００に他のオン・オフ制御装置を接続した構成を示す図
である。
【図１１】カジノテーブルの概観を示す斜視図（ａ）と、複数のアンテナ装置１００を配
置した概略を示す断面図（ａ）である。
【図１２】チップトレイ構造体６００を示す斜視図である。
【図１３】直列に並んだ２本の溝６４０に設けられた第１のアンテナ装置１００と第２の
アンテナ装置３００との概略を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下に、実施の形態について図面に基づいて説明する。
【００２２】
＜＜＜＜本発明の実施の形態による識別情報アクセス装置の概略＞＞＞＞
　図１は、本発明の実施の形態による識別情報アクセス装置の概略を示す図である。
【００２３】
　図１（ａ－１）及び図１（ａ－２）に示すように、本発明の実施の形態による識別情報
アクセス装置１は、
　記憶媒体４０が有するＲＦＩＤ用ＩＣタグに記憶された識別情報を読み書きする識別情
報アクセス装置１であって、
　電磁波を生成する電磁波生成アンテナ部２２（たとえば、アンテナ１１０など）と、
　前記電磁波生成アンテナ部２２と電気的に非接触でありかつ電磁波生成アンテナ部２２
と一体に形成された非接触制御装置３０（たとえば、オンオフ制御装置１３０など）であ
って、前記電磁波生成アンテナ部２２によって生成された電磁波を受信して電力を生成し
、生成した電力に基づいて被制御装置９０（たとえば、被制御回路１９０など）を制御す
る非接触制御装置３０（たとえば、オンオフ制御装置１３０など）と、を備える。
【００２４】
　本発明の実施の形態による識別情報アクセス装置１は、電磁波生成アンテナ部２２と非
接触制御装置３０とを備える。電磁波生成アンテナ部２２は、電磁波を生成する。
【００２５】
　非接触制御装置３０は、電磁波生成アンテナ部２２と電気的に非接触に形成されている
。また、非接触制御装置３０は、電磁波生成アンテナ部２２と一体に形成されている。非
接触制御装置３０は、電磁波生成アンテナ部２２によって生成された電磁波を受信して電
力を生成する。さらに、非接触制御装置３０は、生成した電力に基づいて被制御装置９０
を制御する。非接触制御装置３０を電磁波生成アンテナ部２２と有線接続をしなくても、
電磁波を受信することで非接触制御装置３０を制御することができる。
【００２６】
　非接触制御装置３０は、電磁波を受信して電力を生成し、生成した電力に基づいて被制
御装置を制御するので、ＲＦＩＤタグを読み書きする処理とともに、被制御装置９０を作
動するように制御することができる。非接触制御装置３０は、電磁波生成アンテナ部２２
と一体に形成されているので、非接触制御装置３０を別個に組み立てる工程を必要とせず
取り扱いやすくできる。
【００２７】
　図１（ａ－１）及び図１（ａ－２）に示すように、本発明の実施の形態による識別情報
アクセス装置１は、
　前記非接触制御装置３０が、前記電磁波生成アンテナ部２２によって生成された電磁波



(8) JP 5798974 B2 2015.10.21

10

20

30

40

50

を受信する電磁波受信アンテナ部３２（たとえば、アンテナ１３２など）を有し、
　前記電磁波受信アンテナ部３２は、前記電磁波生成アンテナ部２２とアンテナ基板上に
一体に形成されている。
【００２８】
　非接触制御装置３０は、電磁波受信アンテナ部３２を有する。電磁波受信アンテナ部３
２は、電磁波生成アンテナ部２２によって生成された電磁波を受信する。さらに、電磁波
受信アンテナ部３２は、電磁波を受信して電力を生成する。
【００２９】
　非接触制御装置３０は、電磁波受信アンテナ部３２で電磁波を受信して電力を生成し、
生成した電力に基づいて被制御装置９０を制御するので、ＲＦＩＤタグを読み書きする処
理とともに、被制御装置９０を作動するように制御することができる。電磁波受信アンテ
ナ部３２は、電磁波生成アンテナ部２２と一体に形成されているので、電磁波受信アンテ
ナ部３２を別個に組み立てる工程を必要とせず取り扱いやすくできる。
【００３０】
　図１（ａ－１）及び図１（ａ－２）に示すように、本発明の実施の形態による識別情報
アクセス装置１は、
　前記電磁波生成アンテナ部２２にＲＦ信号を供給して前記識別情報の読み書きを制御す
る読書制御装置２０（たとえば、ＲＦリーダライタ２００など）をさらに備え、
　前記電磁波受信アンテナ部３２は、前記読書制御装置２０及び前記電磁波生成アンテナ
部２２と電気的に非接触である。
【００３１】
　電磁波受信アンテナ部３２は、前記読書制御装置２０及び前記電磁波生成アンテナ部２
２と電気的に非接触であるので、制御信号を送信するための配線をすることなく、被制御
装置９０を制御できる。配線が必要ないので、非接触制御装置３０の構成を簡素にすると
ともに、組み立て工程を簡便にできる。非接触制御装置３０を読書制御装置２０や電磁波
生成アンテナ部２２と有線接続をしなくても、電磁波を受信することで非接触制御装置３
０を制御することができる。
【００３２】
　図１（ａ－１）及び図１（ａ－２）に示すように、本発明の実施の形態による識別情報
アクセス装置１は、
　前記電磁波受信アンテナ部３２は、受信した電磁波に基づいて誘導電流を生成し、
　前記非接触制御装置３０は、誘導電流に基づいて電力を生成して前記被制御装置９０に
供給し、前記被制御装置９０をオン状態又はオフ状態にする。
【００３３】
　誘導電流に基づいて被制御装置９０をオン状態又はオフ状態できるので、制御信号を送
信するための配線をすることなく、被制御装置９０をオンオフ制御できる。
【００３４】
　図１（ａ－１）及び図１（ａ－２）に示すように、本発明の実施の形態による識別情報
アクセス装置１は、
　前記被制御装置９０に接続され、前記電磁波生成アンテナ部２２とは別の電磁波生成ア
ンテナ２２と重なる位置に配置された少なくとも１つの磁界制御アンテナ部６０（たとえ
ば、反磁界生成用アンテナ１６０など）を有し、
　前記磁界制御アンテナ部６０は、前記被制御装置９０によってオン状態になったときに
電磁波生成アンテナ２２から発せられる磁界による誘導電流によって所定の磁界を発する
。
【００３５】
　磁界制御アンテナ部６０は、被制御装置９０によってオン状態になったときに所定の磁
界を発するので、電磁波生成アンテナ部２２が生成する電磁波に基づく磁界と合成し、所
望する磁界を生成することができる。
【００３６】
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　図１（ａ－２）に示すように、本発明の実施の形態による識別情報アクセス装置１には
、
　前記被制御装置９０に電気的に接続され、前記非接触制御装置３０とは別に前記被制御
装置９０を制御する少なくとも１つの副制御装置７０（たとえば、オンオフ制御装置１７
０など）を追加して設けてもよい。
　前記副制御装置７０は、電磁波を受信して電力を生成し、生成した電力に基づいて前記
被制御装置９０を制御する。
　このとき、副制御装置７０を制御するための電磁波の周波数は、元の電磁波生成アンテ
ナ２２で生ずる電磁波の周波数とは異なる。
【００３７】
　非接触制御装置３０と副制御装置７０との双方で被制御装置９０を制御するので、被制
御装置９０をオン状態にしつつ、さらに被制御装置９０を細かく制御することができる。
【００３８】
　図１（ｂ）に示すように、本発明の実施の形態による識別情報アクセス装置１’は、
　記憶媒体４０が有するＲＦＩＤ用ＩＣタグに記憶された識別情報を読み書きする識別情
報アクセス装置１’であって、
　電磁波を生成する電磁波生成アンテナ部２２（たとえば、第１のアンテナ装置１１００
のアンテナ１１１０など）と、
　前記電磁波生成アンテナ部２２と電気的に非接触に形成され、前記電磁波生成アンテナ
部２２から発せられる電磁波を受信して受信した電磁波と共振して共振電磁波を発する共
振部８２（たとえば、第２のアンテナ装置３００の抵抗３４０やコンデンサ３３０など）
を有する共振アンテナ部８０（たとえば、第２のアンテナ装置３００のアンテナ３２０な
ど）と、
　前記電磁波生成アンテナ部２２及び前記共振アンテナ部８０と電気的に非接触でありか
つ前記共振アンテナ部８０と一体に形成された非接触制御装置３０（たとえば、第２のア
ンテナ装置３００のオンオフ制御装置１３０など）であって、前記共振アンテナ部８０に
よって生成された電磁波を受信して電力を生成し、生成した電力に基づいて被制御装置９
０を制御する非接触制御装置３０（たとえば、第２のアンテナ装置３００のオンオフ制御
装置１３０など）と、を備える。
【００３９】
　識別情報アクセス装置１’は、電磁波生成アンテナ部２２と、共振アンテナ部８０と、
非接触制御装置３０と、を備える。電磁波生成アンテナ部２２は、電磁波を生成する。
【００４０】
　共振アンテナ部８０は、電磁波生成アンテナ部２２と電気的に非接触に形成されている
。共振アンテナ部８０は、共振部８２を有する。共振部８２は、電磁波生成アンテナ部２
２から発せられる電磁波を受信して受信した電磁波と共振して共振電磁波を発する。
【００４１】
　非接触制御装置３０は、電磁波生成アンテナ部２２及び共振アンテナ部８０の双方と電
気的に非接触に形成されている。非接触制御装置３０は、共振アンテナ部８０と一体に形
成されている。非接触制御装置３０は、共振アンテナ部８０によって生成された電磁波を
受信して電力を生成し、生成した電力に基づいて被制御装置９０を制御する。非接触制御
装置３０を電磁波生成アンテナ部２２と有線接続をしなくても、電磁波を受信することで
非接触制御装置３０を制御することができる。
【００４２】
　非接触制御装置３０は、電磁波を受信して電力を生成し、生成した電力に基づいて被制
御装置９０を制御するので、ＲＦＩＤタグを読み書きする処理とともに、被制御装置９０
を作動するように制御することができる。非接触制御装置３０は、電磁波生成アンテナ部
と一体に形成されているので、非接触制御装置３０を別個に組み立てる工程を必要とせず
取り扱いやすくできる。
【００４３】
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　図１（ｂ）に示すように、本発明の実施の形態による識別情報アクセス装置１’は、
　前記非接触制御装置３０は、前記共振アンテナ部８０によって生成された電磁波を受信
する電磁波受信アンテナ部３２（たとえば、アンテナ１３２など）を有し、
　前記電磁波受信アンテナ部３２は、前記共振アンテナ部８０とアンテナ基板上に一体に
形成されている。
【００４４】
　非接触制御装置３０は、電磁波受信アンテナ部３２で電磁波を受信して電力を生成し、
生成した電力に基づいて被制御装置９０を制御するので、ＲＦＩＤタグを読み書きする処
理とともに、被制御装置９０を作動するように制御することができる。電磁波受信アンテ
ナ部３２は、共振アンテナ部８０と一体に形成されているので、電磁波受信アンテナ部３
２を別個に組み立てる工程を必要とせず取り扱いやすくできる。
【００４５】
　図１（ｂ）に示すように、本発明の実施の形態による識別情報アクセス装置１’は、
　前記電磁波生成アンテナ部２２にＲＦ信号を供給して前記識別情報の読み書きを制御す
る読書制御装置２０をさらに備え、
　前記電磁波受信アンテナ部３２は、前記読書制御装置２０、前記電磁波生成アンテナ部
２２及び前記共振アンテナ部８０と電気的に非接触である。
【００４６】
　電磁波受信アンテナ部３２は、前記読書制御装置２０、前記電磁波生成アンテナ部２２
及び前記共振アンテナ部８０と電気的に非接触であるので、制御信号を送信するための配
線をすることなく、被制御装置９０を制御できる。配線が必要ないので、非接触制御装置
３０の構成を簡素にするとともに、組み立て工程を簡便にできる。非接触制御装置３０を
読書制御装置２０や電磁波生成アンテナ部２２と有線接続をしなくても、電磁波を受信す
ることで非接触制御装置３０を制御することができる。
【００４７】
　図１（ｂ）に示すように、本発明の実施の形態による識別情報アクセス装置１’の共振
アンテナ部８０は、前記電磁波生成アンテナ部２２から発せられる電磁波に共振して電磁
波を生成し、前記非接触制御装置３０は、前記共振アンテナ部８０が発する電磁波を受け
誘導電流を生成して電力を生成する。非接触制御装置３０が生成した電力によって各制御
装置に（図５に示す端子Ａ及び端子Ｂを介して）電力を供給したり、また、後述のリレー
を駆動してオン－オフ制御を行うことができる。
【００４８】
　誘導電流に基づいて被制御装置９０をオン状態又はオフ状態できるので、制御信号を送
信するための配線をすることなく、被制御装置９０をオンオフ制御できる。
【００４９】
＜＜＜＜第１の実施の形態＞＞＞＞
　図２は、第１の実施の形態による識別情報アクセス装置の構成を示す概略図である。図
２は、特に、アンテナの概略を示す。第１の実施の形態による識別情報アクセス装置１は
、アンテナ装置１００とＲＦリーダライタ２００とを有する。
【００５０】
＜＜アンテナ装置１００の構成＞＞
　アンテナ装置１００は、アンテナ１１０とインピーダンスマッチング回路１２０とによ
って構成される。
【００５１】
＜アンテナ１１０＞
　アンテナ１１０は、ＨＦ帯を想定しており、いわゆるループアンテナである。アンテナ
１１０は、導線を環状（ループ状）にして形成されている。アンテナ１１０は、所定のイ
ンダクタンスのコイルとして機能する。アンテナ１１０の近傍では、磁界成分が支配的に
なる。アンテナ装置１００は、後述するＲＦリーダライタ２００に電気的に接続されてい
る。
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【００５２】
＜インピーダンスマッチング回路１２０＞
　インピーダンスマッチング回路１２０は、アンテナ１１０と、後述するＲＦリーダライ
タ２００とのインピーダンスの整合を図る回路である。たとえば、インピーダンスマッチ
ング回路１２０は、コンデンサやコイル、抵抗などの受動素子で構成される回路からなる
。インピーダンスマッチング回路１２０は、アンテナ１１０とＲＦリーダライタ２００と
の間のインピーダンスの整合を図る回路であればよい。
【００５３】
　アンテナ装置１００は、後述するＲＦリーダライタ２００の変調部２２２から受け取っ
た変調信号を変調波として、ゲーム用チップ４００（図４参照）に向けて送信する。また
、アンテナ装置１００は、ＲＦリーダライタ２００からの信号に応じてゲーム用チップ４
００が送出する負荷変調による信号を受信し、この変調波を変調信号として、後述するＲ
Ｆリーダライタ２００の復調部２２４に供給する。
【００５４】
＜＜ＲＦリーダライタ２００の構成＞＞
　図３は、ＲＦリーダライタ２００の構成を示すブロック図である。
【００５５】
　ＲＦリーダライタ２００は、アンテナ装置１００と電気的に接続されている。ＲＦリー
ダライタ２００は、アンテナ装置１００を介して、後述するゲーム用チップ４００の内部
に設けられているＲＦＩＤ用ＩＣタグ４１０（図４参照）とアクセスできる。具体的には
、ＲＦリーダライタ２００は、アンテナ装置１００を用いた無線通信によって、ゲーム用
チップ４００のＲＦＩＤ用ＩＣタグ４１０に記憶されている各種の情報を読み取ったり又
は書き込んだりする。
【００５６】
　ＲＦＩＤ用ＩＣタグ４１０に記憶されている各種の情報には、チップ識別情報が含まれ
る。チップ識別情報は、ゲーム用チップ４００を識別するためのチップＩＤ（たとえば、
ＩＤシリアルナンバー）などの情報である。ＲＦＩＤ用ＩＣタグ４１０として書き換え可
能なものを用いることで、ＲＦリーダライタ２００は、ＲＦＩＤ用ＩＣタグ４１０に所望
する情報を書き込むことができる。このように、ＲＦＩＤ用ＩＣタグ４１０には、各種の
情報を記憶することができる。以下では、主として、チップ識別情報について説明する。
【００５７】
　ＲＦリーダライタ２００は、制御部２１０と送受信部２２０とを有する。送受信部２２
０は、制御部２１０に電気的に接続されている。制御部２１０は、リーダ／ライタ制御装
置（図示せず）から発せられた命令を受け取る。制御部２１０は、受け取った命令に応じ
て送受信部２２０を駆動する。
【００５８】
　送受信部２２０は、制御部２１０によって駆動されて、ゲーム用チップ４００から発せ
られたチップ識別情報を読み取る。制御部２１０は、読み取ったチップ識別情報をリーダ
／ライタ制御装置に送信する。制御部２１０は、たとえば、ＣＰＵ、ＲＯＭ及びＲＡＭ（
図示せず）を有するマイクロコンピュータによって構成される。
【００５９】
　送受信部２２０は、アンテナ装置１００を介してゲーム用チップ４００のＲＦＩＤ用Ｉ
Ｃタグ４１０と無線による通信を行う機能を有する。送受信部２２０は、変調部２２２と
復調部２２４とを有する。送受信部２２０は、たとえば、変調回路や復調回路を有するＲ
Ｆモジュールなどから構成される。
【００６０】
　変調部２２２は、制御部２１０から受け取った所定のコマンド、リクエスト、命令など
の情報に基づいて所定の変調方式でキャリア波を変調し、変調波（変調信号）を生成しＲ
Ｆ信号として出力する。出力されたＲＦ信号は、アンテナ装置１００に供給され、アンテ
ナ装置１００から電磁波として発せられる。
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【００６１】
　復調部２２４には、アンテナ装置１００が受信した変調波が、変調信号として供給され
る。この変調波は、ゲーム用チップ４００において、ＲＦＩＤ用ＩＣタグ４１０が記憶し
ているデータに基づいて所定の変調方式でキャリア波が変調された電磁波である。復調部
２２４は、アンテナ装置１００から供給された変調信号を復調し、ＲＦＩＤ用ＩＣタグ４
１０が記憶していたデータを取り出して、制御部２１０に渡す。このようにして、ＲＦＩ
Ｄ用ＩＣタグ４１０が記憶しているチップ識別情報が制御部２１０に渡される。
【００６２】
　このように、ＲＦリーダライタ２００によって、アンテナ装置１００から電磁波を送信
したり受信したりすることで、後述するゲーム用チップ４００のＲＦＩＤ用ＩＣタグ４１
０とアクセスすることができる。
【００６３】
＜＜＜ゲーム用チップ４００＞＞＞
　図４は、ゲーム用チップ４００の構成を示すブロック図である。
【００６４】
　ゲーム用チップ４００は、カジノなどの遊技店で現金の代わりにディーラーや遊技者な
どの間でやり取りされる遊技媒体（記憶媒体）である。ゲーム用チップ４００は、一般的
には、樹脂などを円板状などに成形した媒体である。
【００６５】
　ゲーム用チップ４００は、ＲＦＩＤ用ＩＣタグ４１０と、制御部４１２と、送受信部４
１４と、アンテナ４１６とを有する。
【００６６】
　ＲＦＩＤ用ＩＣタグ４１０は、ＲＦリーダライタ２００から発せられた読み取り信号に
よって読み出し可能なチップ識別情報を記憶している。また、書き換え可能なＩＣタグを
用いることで、所望する各種の情報を書き込むこともできる。
【００６７】
　制御部４１２は、ＲＦリーダライタ２００から発せられたコマンドやリクエストや命令
などを解釈し、これに応答する動作を実行する。送受信部４１４は、変調部（図示せず）
、復調部（図示せず）を有する。送受信部４１４は、ＲＦリーダライタ２００と無線によ
りチップ識別情報などの各種の情報の送受信を行うために信号の変調／復調を行う。
【００６８】
　アンテナ４１６は、ＲＦリーダライタ２００に接続されているアンテナ装置１００から
の変調波を受信できる。
【００６９】
　アンテナ装置１００からの変調波による電磁波の強度が、所定の強度であれば、制御部
４１２や送受信部４１４を駆動するのに必要な起電力を生じさせることができ、受信した
変調波や共振波によって制御部４１２及び送受信部４１４は給電される。
【００７０】
　変調波や共振波によって制御部４１２及び送受信部４１４が給電され駆動したときには
、送受信部４１４は、ＲＦリーダライタ２００から発せられたコマンドやリクエストや命
令に応じた情報、たとえば、チップ識別情報を示す変調信号を生成する。アンテナ４１６
は、送受信部４１４が生成した変調信号を受け取り、チップ識別情報を示す変調波を送信
する。ＨＦでは、一般にゲーム用チップ４００（ＩＣチップ）からＲＦリーダライタ２０
０へは、負荷変調による通信が行われる。
【００７１】
　アンテナ４１６から送られた信号は、上述したアンテナ装置１００によって受信され、
ＲＦリーダライタ２００に供給される。このようにすることで、ＲＦリーダライタ２００
は、ＲＦＩＤ用ＩＣタグ４１０に記憶されたチップ識別情報を読み取ることができる。
【００７２】
　アンテナ４１６も、ＨＦ帯では、いわゆるループアンテナであり、導線を環状（ループ
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状）にして形成されたアンテナである。アンテナ４１６の近傍では、磁界成分が支配的に
なる。なお、ゲーム用チップ４００のアンテナ４１６の大きさは、アンテナ装置１００の
アンテナ１１０よりも小さい。このようにすることで、アンテナ４１６から発せられる電
磁波の影響を小さくできる。
【００７３】
＜オンオフ制御装置１３０＞
　図２に示すように、アンテナ装置１００は、オンオフ制御装置１３０を有する。オンオ
フ制御装置１３０は、後述するスイッチング素子１５０（図示せず）のオンオフ動作を制
御するための装置である。
【００７４】
　オンオフ制御装置１３０は、アンテナ１３２とオンオフ制御回路１３４とを有する。ス
イッチング素子１５０は、例えば、オンオフ動作するリレー素子などである。スイッチン
グ素子１５０は、供給された制御信号に応じてオン状態又はオフ状態に切り替えることが
できるものであればよい。
【００７５】
＜アンテナ１３２＞
　図２に示すように、アンテナ１３２は、アンテナ１１０と同様の構成を有している。ア
ンテナ１３２も、ＨＦ帯を想定しており、いわゆるループアンテナである。アンテナ１３
２は、導線を環状（ループ状）にして形成されている。アンテナ１３２は、所定のインダ
クタンスのコイルとして機能する。
【００７６】
　図２に示すように、アンテナ１３２は、アンテナ１１０と異なり、アンテナ１１０やＲ
Ｆリーダライタ２００に電気的に接続されていない。すなわち、アンテナ１３２は、アン
テナ１１０やＲＦリーダライタ２００と絶縁された状態になっている。言い換えれば、ア
ンテナ１３２は、アンテナ１１０やＲＦリーダライタ２００とは非接触な状態が維持され
るようにオンオフ制御装置１３０に設けられている。したがって、アンテナ１３２には、
ＲＦリーダライタ２００から信号線を介してＲＦ信号が直接に供給されることはない。
【００７７】
　図２に示すように、アンテナ１３２は、アンテナ１１０の内側に配置されている。ＲＦ
リーダライタ２００にＲＦ信号が供給されたときには、アンテナ１１０は、アンテナ１１
０の内側及び外側に所定の大きさの磁界を生じさせる。このとき、アンテナ１１０によっ
て生じた磁界がアンテナ１３２に印加される。印加された磁界によって、アンテナ１３２
は、コイルとして機能し誘導電流を発生させる。
【００７８】
　アンテナ１１０の略中央の領域にアンテナ１３２に配置するのが好ましい。アンテナ１
１０によって発生させる磁界の大きさは、アンテナ１１０の略中央の領域で最も大きい。
アンテナ１１０の略中央の領域にアンテナ１３２に配置することで、アンテナ１３２で発
生させる誘導電流を大きくすることができる
【００７９】
＜オンオフ制御回路１３４＞
　図５は、オンオフ制御回路１３４の具体的な構成を示す図である。なお、図５では、ア
ンテナ１３２を受動素子のコイル１３２として示した。図５に示すように、オンオフ制御
回路１３４は、抵抗１３６とダイオードブリッジ回路１３８とコンデンサ１４０と抵抗１
４２とからなる。
【００８０】
　抵抗１３６は、アンテナ１３２に直列に接続されている。抵抗１３６は、アンテナ１３
２をコイルとして生成された電流を所望する電圧に変換する。抵抗１３６の抵抗値は、ア
ンテナ１３２によって生成される電流値や、スイッチング素子１５０の駆動に要する電力
などに応じて適宜定めればよい。抵抗１３６の両端間に、変換された電圧が生ずる。上述
したように、ＲＦリーダライタ２００にＲＦ信号が供給されたときには、アンテナ１３２
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は誘導電流を生じさせる。この誘導電流は交流であり、抵抗１３６によって変換された電
圧も交流となる。
【００８１】
　スイッチング素子１５０は、直流電圧で制御する場合が多い。上述したように、抵抗１
３６によって変換された電圧も交流であるので、直流に変換する必要がある。図５に示す
ダイオードブリッジ回路１３８及びコンデンサ１４０によって直流に変換する。ダイオー
ドブリッジ回路１３８は、４つのダイオードによって構成されたブリッジ回路である。ダ
イオードブリッジ回路１３８は、抵抗１３６によって変換された電圧を整流する。ダイオ
ードブリッジ回路１３８の出力端には、コンデンサ１４０が並列に接続されている。コン
デンサ１４０は、ダイオードブリッジ回路１３８によって整流された電圧の波形を成型し
直流に変換する。
【００８２】
　上述したように、ＲＦリーダライタ２００からＲＦ信号が出力されると、アンテナ装置
１００から磁界が生成される。オンオフ制御装置１３０のアンテナ１３２は、コイルとし
て機能し、アンテナ装置１００によって生成された磁界により誘導電流を生成する。誘導
電流は、オンオフ制御回路１３４によって直流電圧に変換される。オンオフ制御回路１３
４によって変換された直流電圧は、スイッチング素子１５０に供給される。また、アンテ
ナ装置１００から電磁波が送出されている間、図５に示した端子Ａ－端子Ｂ間から、直流
電圧を取り出すことができ、電力をそれほど必要としない小規模な回路を駆動することも
可能である。
【００８３】
　具体的には、ＲＦリーダライタ２００からＲＦ信号が出力されたときには、所定の電圧
値の電圧がスイッチング素子１５０に供給される。また、ＲＦリーダライタ２００からＲ
Ｆ信号が出力されていないときには、スイッチング素子１５０に供給される電圧の電圧値
はゼロとなる。このように、ＲＦリーダライタ２００からのＲＦ信号に同期するように、
スイッチング素子１５０をオンオフ制御することができる。なお、図５に示した端子Ｃと
端子Ｅとを接続することによって、電力が供給されたときにＯＮとなる制御をすることが
でき、端子Ｄと端子Ｅとを接続することによって、電力が供給されたときにＯＦＦとなる
制御をすることができる。
【００８４】
　スイッチング素子１５０のオン動作・オフ動作は、スイッチング素子１５０によって制
御するための制御装置の動作に応じて適宜決めればよい。例えば、スイッチング素子１５
０に電圧が供給されたときにオン状態になり、電圧が供給されていないときにはオフ状態
になるもの、逆にスイッチング素子１５０に電圧が供給されたときにオフ状態になり、電
圧が供給されていないときにはオン状態になるものを、スイッチング素子１５０によって
制御する制御装置の動作に応じて適宜選択すればよい。
【００８５】
　本実施の形態では、ダイオードブリッジ回路１３８及びコンデンサ１４０によって直流
に変換する例を示したが、他の素子を用いて交流を直流に変換してもよい。また、本実施
の形態では、オン動作・オフ動作するスイッチング素子１５０を制御するために、直流に
変換する例を示したが、交流で制御できる装置を用いる場合には、直流に変更する必要は
ない。この場合には、周波数を変換する回路などを用いることができる。
【００８６】
＜スイッチング素子１５０＞
　上述したように、本実施の形態では、スイッチング素子１５０は、オン動作又はオフ動
作する。たとえば、スイッチング素子１５０としてリレー素子などを用いることができる
。スイッチング素子１５０は、コイル１５２と、コイル１５２が発生する磁場に応じて動
作するスイッチ１５４とを含む。コイル１５２に所定の電圧値の電圧を供給したときには
、スイッチ１５４はオン状態になる。また、コイル１５２に所定の電圧値の電圧を供給し
ないときには、スイッチ１５４はオフ状態になる。
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【００８７】
　スイッチング素子１５０には、スイッチング素子１５０によってオンオフ制御される被
制御装置（図示せず）が接続される。スイッチ１５４をオン状態にしたりオフ状態にした
りすることで、被制御装置をオンにしたりオフにしたりできる。たとえば、スイッチング
素子１５０としてリレーを用いた場合には、接続される被制御装置を、生成する磁界に基
づいてオンオフの切り替えを行うほか、ショート状態にしたり、オープン状態にしたりす
るなどの切り替えを行うことができる。
【００８８】
　スイッチング素子１５０によって制御する被制御装置は、オン・オフ制御できるもので
あればよい。
【００８９】
＜反磁界生成用アンテナ１６０＞
　図２に示すように、アンテナ装置１００には、反磁界生成用アンテナ１６０も設けられ
ている。反磁界生成用アンテナ１６０は、アンテナ装置１００によって発生される磁界を
打ち消すために反磁界を生成するためのものである。たとえば、複数のアンテナ装置１０
０が隣接するように並置されている場合には、周辺に配置されたアンテナ装置１００のア
ンテナ１１０が生成した磁界が影響を及ぼす場合も想定される。このような磁界の影響を
低減させるために、反磁界生成用アンテナ１６０は、反磁界を生成して、周辺に配置され
たアンテナ装置１００のアンテナ１１０によって発生させた磁界を打ち消すことができる
。図２に示すように、反磁界生成用アンテナ１６０は、アンテナ１１０の外側にアンテナ
１１０を周回するように配置されている。
【００９０】
　図２には、アンテナ装置１００に反磁界生成用アンテナ１６０を一体的に設ける場合を
示したが、アンテナ装置１００とは別体に設けてもよい。また、反磁界生成用アンテナ１
６０とアンテナ装置１００のアンテナ１１０とが一の平面上に配置されるのではなく、異
なる平面上に配置されるように設けてもよい。特に、反磁界生成用アンテナ１６０が、ア
ンテナ１１０と重畳するように設けるのが好ましい。重畳するように設けることで、アン
テナ装置１００のアンテナ１１０に及ぼす磁界を的確に打ち消すことができる。なお、複
数のアンテナ装置１００を配置したときの反磁界生成用アンテナ１６０の動作については
、後で詳述する。
【００９１】
　図２に示したアンテナ装置１００の例は、アンテナ基板（図示せず）上に、アンテナ１
１０とアンテナ１３２とオンオフ制御回路１３４と反磁界生成用アンテナ１６０とを一体
に設けたものである。これに限られず、アンテナ１１０とアンテナ１３２とのみをアンテ
ナ基板上に一体に設けてもよい。また、アンテナ１１０とアンテナ１３２とオンオフ制御
回路１３４とをアンテナ基板上に一体に設けてもよい。このようにすることで、取り扱い
や組み立てる工程を簡素にでき、配線する工程を簡略化できる。
【００９２】
　アンテナ基板は、ガラスエポキシ基板などの基板上に導電性の材料によってアンテナの
パターン（導体パターン）が形成された基板である。アンテナ１１０やアンテナ１３２や
反磁界生成用アンテナ１６０やオンオフ制御回路１３４などの導体パターンを、エッチン
グなどによって、一体的にかつ互いに絶縁状態となって形成することができる。アンテナ
の含めた各種の導体パターンを一緒に形成でき、製造工程を簡素にできるとともに、組立
工程を簡略化できる。
【００９３】
　なお、上述した例では、各種のアンテナを基板上に一体的に形成する場合を示した。こ
れに対して、アンテナ１１０やアンテナ１３２や反磁界生成用アンテナ１６０などを、基
板などの単一の部材に一体的に形成しなくてもよい。互いのアンテナの相対的な位置が変
わらないように固定的に設けれていればよい。
【００９４】
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＜＜アンテナ装置１００の配置＞＞
　図６は、複数のアンテナ装置１００を用いたときの構成を示す概略図である。たとえば
、図１１（ａ）に示すように、カジノなどの遊技場に設置されるベットテーブル８００に
は、複数のベット領域８１０、８１２及び８１４が隣接するように形成されている。図１
１（ｂ）に示すように、これらの隣接した複数のベット領域８１０、８１２及び８１４の
各々の下方にアンテナ装置１００が設けられている。図１１（ｂ）は、ベットテーブル８
００の断面を示す図であり、複数のベット領域８１０、８１２及び８１４と、これらのベ
ット領域に対応するアンテナ装置１００との配置の概略を示す図である。たとえば、アン
テナ装置１００（ａ）、１００（ｂ）及び１００（ｃ）が、ベットテーブル８００の下方
に、ベット領域８１０、８１２及び８１４に対応するように設けられている。
【００９５】
　図６に示した例は、１つのＲＦリーダライタ２００に複数のアンテナ装置１００が接続
された場合の構成を示す。図６に明示した３つのアンテナ装置１００の各々をアンテナ装
置１００（ａ）、１００（ｂ）及び１００（ｃ）と称する。なお、図６に示したＲＦリー
ダライタ２００には、切替え装置（図示せず）を内蔵し、切替え装置によって複数のアン
テナ装置１００を切り替えて、順次、読み書きできるものとする。例えば、ＲＦリーダラ
イタ２００は、アンテナ装置１００（ａ）→アンテナ装置１００（ｂ）→アンテナ装置１
００（ｃ）→・・・のように順次切り替えて、対応するゲーム用チップ４００のＲＦＩＤ
タグと読み書きする。
【００９６】
　上述したように、ＲＦリーダライタ２００は、切替え装置によって複数のアンテナ装置
１００を順次切り替えて読み書きする。たとえば、アンテナ装置１００（ｂ）を使って、
ゲーム用チップ４００との間で読み書きするときには、切替え装置によって、アンテナ装
置１００（ｂ）をＲＦリーダライタ２００に電気的に接続するとともに、アンテナ装置１
００（ｂ）以外のアンテナ装置１００はＲＦリーダライタ２００と電気的に切断する。
【００９７】
　アンテナ装置１００（ｂ）がＲＦリーダライタ２００に電気的に接続された状態のとき
には、ＲＦ信号がアンテナ装置１００（ｂ）に供給される。アンテナ装置１００（ｂ）は
、供給されたＲＦ信号によって磁界を生じさせる。磁界が弱いときには、アンテナ装置１
００（ｂ）の近くのみに磁界が生成される。したがって、アンテナ装置１００（ｂ）によ
って生成された磁界は、アンテナ装置１００（ａ）や１００（ｃ）の対象となる領域では
微弱になる。
【００９８】
　本実施の形態において、アンテナ装置１００（ａ）の対象となる領域とは、アンテナ装
置１００（ａ）によって読み書きするゲーム用チップ４００が配置される領域である。た
とえば、上述したベットテーブル８００における第１のベット領域８１０などである。ま
た、後述するチップトレイ６１０の溝６４０でもよい。
【００９９】
　同様に、アンテナ装置１００（ｂ）の対象となる領域とは、アンテナ装置１００（ｂ）
によって読み書きするゲーム用チップ４００が配置される領域である。たとえば、上述し
たベットテーブル８００における第２のベット領域８１２などである。また、後述するチ
ップトレイ６１０の溝６４０でもよい。
【０１００】
　さらに、アンテナ装置１００（ｃ）が対象となる領域は、アンテナ装置１００（ｃ）に
よって読み書きするゲーム用チップ４００が配置される領域である。たとえば、上述した
ベットテーブル８００における第３のベット領域８１４などである。また、後述するチッ
プトレイ６１０の溝６４０でもよい。
【０１０１】
　図１２は、チップトレイ構造体６００を示す斜視図である。チップトレイ構造体６００
は、チップトレイ６１０と基板カバー６２０とベース６３０とからなる３層構造を有する
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。さらに、チップトレイ６１０の上部を覆うための蓋体６６０を有する。蓋体６６０は、
チップトレイ６１０に対して施錠することができる。
【０１０２】
　チップトレイ６１０は、ゲーム用チップ４００を収納するための溝６４０が形成されて
いる。図１２に示した例では、１８個の溝６４０が形成されている。１つの溝６４０には
、複数の、たとえば、５０枚のゲーム用チップ４００を収納することができる。各々の溝
６４０の長手方向において最も離隔した位置に互いに向かい会うように端部が形成されて
いる。この端部にアンテナ装置１００を設けることで、各々の溝６４０に収納されたゲー
ム用チップ４００のチップ識別情報を読み取ることができる。
【０１０３】
　上述したように、アンテナ装置１００（ａ）や１００（ｃ）の対象となる領域にゲーム
用チップ４００が配置されたときでも、アンテナ装置１００（ｂ）によって生成された磁
界が微弱である場合には、対象となるそれらの領域（たとえば、第１のベット領域８１０
や第３のベット領域８１４）に配置されたゲーム用チップ４００のＲＦＩＤ用ＩＣタグ４
１０を読み出すことはない。
【０１０４】
　一方、アンテナ装置１００（ｂ）によって生成された磁界が強い場合には、アンテナ装
置１００（ｂ）の遠方にも磁界が形成される。したがって、アンテナ装置１００（ｂ）に
よって生成された磁界は、アンテナ装置１００（ａ）や１００（ｃ）の対象となる領域で
も強くなる。このため、アンテナ装置１００（ａ）や１００（ｃ）の対象となる領域（た
とえば、第１のベット領域８１０や第３のベット領域８１４）にゲーム用チップ４００が
配置されていた場合には、それらの領域に配置されたゲーム用チップ４００のＲＦＩＤ用
ＩＣタグ４１０をアンテナ装置１００（ｂ）によって読み出す可能性が高くなる。
【０１０５】
　したがって、アンテナ装置１００（ｂ）は、アンテナ装置１００（ｂ）の対象となる領
域（たとえば、第２のベット領域８１２）のみならず、アンテナ装置１００（ａ）や１０
０（ｃ）の対象となる領域（たとえば、第１のベット領域８１０や第３のベット領域８１
４）に配置されたゲーム用チップ４００のＲＦＩＤ用ＩＣタグ４１０を読み出す可能性が
生ずる。このような場合には、ベットを誤って判断することになり、プレーヤだけでなく
遊技場にも不利益を与える可能性が高くなる。
【０１０６】
　上述したように、アンテナ装置１００（ｂ）によって生じさせる磁界が弱いときには、
誤認識する可能性が低くなるので好ましいが、アンテナ装置１００（ｂ）の本来の対象と
なる領域に配置されたゲーム用チップ４００のＲＦＩＤ用ＩＣタグ４１０をも的確に読み
出すことが困難になる可能性も生ずる。たとえば、第２のベット領域８１２に複数のゲー
ム用チップ４００が積み重ねられて配置された場合には、アンテナ装置１００（ｂ）から
離れるに従って磁界が弱くなるので、アンテナ装置１００（ｂ）から離れた位置のゲーム
用チップ４００のＲＦＩＤ用ＩＣタグ４１０を的確に読み出すことが困難になる場合も想
定される。
【０１０７】
　したがって、アンテナ装置１００が、本来、対象にしている領域のゲーム用チップ４０
０のＲＦＩＤ用ＩＣタグ４１０を的確に読み出すことができるとともに、対象にしていな
い領域のゲーム用チップ４００のＲＦＩＤ用ＩＣタグ４１０は読み出すことがないように
した識別情報アクセス装置が望まれている。
【０１０８】
　図６に示す例では、アンテナ装置１００（ｂ）のスイッチング素子１５０には、アンテ
ナ装置１００（ａ）の反磁界生成用アンテナ１６０と、アンテナ装置１００（ｃ）の反磁
界生成用アンテナ１６０とに被制御回路１９０を介して接続されている。なお、図６では
、スイッチング素子１５０を簡略化して長方形で示した。
【０１０９】
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　上述したように、アンテナ装置１００（ｂ）が、ＲＦリーダライタ２００に電気的に接
続された状態のときには、ＲＦ信号がアンテナ装置１００（ｂ）に供給される。アンテナ
装置１００（ｂ）は、供給されたＲＦ信号によって磁界を生じさせる。このアンテナ装置
１００（ｂ）によって生じた磁界が強い場合には、アンテナ装置１００（ｂ）のオンオフ
制御装置１３０のアンテナ１３２に印加される。アンテナ装置１００（ｂ）のオンオフ制
御装置１３０のアンテナ１３２は、コイルとして機能し、印加された磁界によって誘導電
流を生成する。この誘導電流に基づく直流電圧は、アンテナ装置１００（ｂ）のスイッチ
ング素子１５０に供給される。これによりアンテナ装置１００（ｂ）のスイッチング素子
１５０は、電圧が供給されたときにオン状態になり、被制御回路１９０をオン状態にする
。被制御回路１９０がオン状態になることにより、アンテナ装置１００（ａ）の反磁界生
成用アンテナ１６０と、アンテナ装置１００（ｃ）の反磁界生成用アンテナ１６０とに、
アンテナ装置１００（ｂ）のアンテナ１１０から発せられる磁界による誘導電流が供給さ
れる。供給された誘導電流により、アンテナ装置１００（ａ）の反磁界生成用アンテナ１
６０及びアンテナ装置１００（ｃ）の反磁界生成用アンテナ１６０は、それぞれ、所定の
磁界を生成する。
【０１１０】
　アンテナ装置１００（ａ）の反磁界生成用アンテナ１６０によって生成される磁界の向
きは、アンテナ装置１００（ａ）の対象となる領域において、アンテナ装置１００（ｂ）
のアンテナ１１０によって生成される磁界の向きと逆になるように反磁界生成用アンテナ
１６０は形成されている。また、アンテナ装置１００（ａ）の反磁界生成用アンテナ１６
０によって生成される磁界が、アンテナ装置１００（ａ）の対象となる領域において、ア
ンテナ装置１００（ｂ）のアンテナ１１０によって生成される磁界を打ち消すように反磁
界生成用アンテナ１６０は形成されている。このようにすることで、アンテナ装置１００
（ｂ）のアンテナ１１０によって生成される磁界のうち、アンテナ装置１００（ａ）の領
域に及ぶ磁界を打ち消すことができる。
【０１１１】
　同様に、アンテナ装置１００（ｃ）の反磁界生成用アンテナ１６０によって生成される
磁界の向きは、アンテナ装置１００（ｃ）の対象となる領域において、アンテナ装置１０
０（ｂ）のアンテナ１１０によって生成される磁界の向きと逆になるように反磁界生成用
アンテナ１６０は形成されている。また、アンテナ装置１００（ｃ）の反磁界生成用アン
テナ１６０によって生成される磁界が、アンテナ装置１００（ｃ）の対象となる領域にお
いて、アンテナ装置１００（ｂ）のアンテナ１１０によって生成される磁界を打ち消すよ
うに反磁界生成用アンテナ１６０は形成されている。このようにすることで、アンテナ装
置１００（ｂ）のアンテナ１１０によって生成される磁界のうち、アンテナ装置１００（
ｃ）の領域に及ぶ磁界を打ち消すことができる。
【０１１２】
　一方、アンテナ装置１００（ｂ）がＲＦリーダライタ２００に電気的に接続されていな
い状態では、ＲＦ信号はアンテナ装置１００（ｂ）に供給されない。この場合には、アン
テナ装置１００（ｂ）は磁界を生じさせず、アンテナ装置１００（ｂ）によって誘導電流
も生成されない。したがって、スイッチング素子１５０に電圧は供給されずオフ状態にな
る。これにより、アンテナ装置１００（ａ）の反磁界生成用アンテナ１６０及びアンテナ
装置１００（ｃ）の反磁界生成用アンテナ１６０は、それぞれ、共に動作することはない
。
【０１１３】
　このように、アンテナ装置１００（ｂ）をＲＦリーダライタ２００に電気的に接続する
ことで、アンテナ装置１００（ｂ）のアンテナ１１０によって磁界を生じさせると同時に
、アンテナ装置１００（ａ）及びアンテナ装置１００（ｃ）の反磁界生成用アンテナ１６
０によって磁界を生じさせることができる。また、アンテナ装置１００（ｂ）へのＲＦリ
ーダライタ２００の電気的な接続を解除することで、アンテナ装置１００（ｂ）のアンテ
ナ１１０による磁界を消滅させると同時に、アンテナ装置１００（ａ）及びアンテナ装置
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１００（ｃ）の反磁界生成用アンテナ１６０による磁界も消滅させることができる。した
がって、反磁界生成用アンテナ１６０による磁界の発生と消滅は、ＲＦリーダライタ２０
０の制御によって、アンテナ１１０による磁界の発生と消滅と同時に行うことができる。
【０１１４】
　特に、反磁界生成用アンテナ１６０は、アンテナ１３２によって生成された誘導電流に
より制御される。すなわち、アンテナ１３２は、アンテナ１１０やＲＦリーダライタ２０
０と絶縁された状態になっている。言い換えれば、アンテナ１３２やスイッチング素子１
５０は、信号線などによってＲＦリーダライタ２００とは電気的に接続されてない構成で
ある。このような構成であるにもかかわらず、ＲＦリーダライタ２００の制御によって、
アンテナ１１０による磁界の発生と消滅との制御だけでなく、反磁界生成用アンテナ１６
０による磁界の発生と消滅とを制御することができる。このように、本実施の形態のアン
テナ装置１００によれば、アンテナ１３２やスイッチング素子１５０をＲＦリーダライタ
２００に電気的に接続することなく、反磁界生成用アンテナ１６０のオン状態又はオフ状
態を制御できる。
【０１１５】
　このように、ＲＦリーダライタ２００による制御によって、電気的に接続されてないア
ンテナ１３２やスイッチング素子１５０を制御して、アンテナ１１０による磁界の発生と
消滅と同時に、反磁界生成用アンテナ１６０による磁界の発生と消滅との制御を行うこと
ができる。アンテナ装置１００の構成を簡素にしつつ、反磁界生成用アンテナ１６０によ
る磁界の発生と消滅との制御を容易にすることができる。
【０１１６】
　上述した例では、被制御回路１９０に反磁界生成用アンテナ１６０を接続して、反磁界
生成用アンテナ１６０から発生させる磁界を制御する場合を示したが、被制御回路１９０
に他の装置を接続して制御してよい。たとえば、ＬＥＤなどの照明装置などを接続し、ス
イッチング素子１５０によって被制御回路１９０を制御してＬＥＤの点灯や消灯や点滅を
制御することができる。
【０１１７】
＜＜オンオフ制御装置１７０＞＞
　図７に示した例は、アンテナ装置１００に設けられたオンオフ制御装置１３０と別にオ
ンオフ制御装置１７０を有する構成を示す。図７に示した例では、オンオフ制御装置１７
０によってスイッチング素子１８０が制御される。スイッチング素子１８０によって制御
される制御装置を被制御回路１９０として示した。被制御回路１９０には、オンオフ制御
装置１３０が電気的に接続されているとともに、オンオフ制御装置１７０も電気的に接続
されている。被制御回路１９０は、オンオフ制御装置１３０とオンオフ制御装置１７０と
の双方で制御される。
【０１１８】
　オンオフ制御装置１７０もオンオフ制御装置１３０と同様に、アンテナ１７２とオンオ
フ制御回路１７４とを有する。スイッチング素子１８０は、例えば、オンオフ動作するリ
レー素子などである。スイッチング素子１８０は、供給された制御信号に応じてオン状態
又はオフ状態に切り替えることができるものであればよい。
【０１１９】
＜アンテナ１７２＞
　アンテナ１７２は、アンテナ１３２と同様の構成、いわゆるループアンテナでも構わな
いが、その場合には、アンテナ１７２で使う周波数を、アンテナ１３２で使っている周波
数と異ならしめる必要がある。さらに、アンテナ１７２は、ＨＦだけでなく、ＵＨＦ帯な
ど別の周波数帯を利用してもよい。このようにすることで、アンテナ装置１００で電磁波
を発生させ、オンオフ制御装置１３０を駆動させた状態で、別の周波数の電磁波を用いて
アンテナ１７２で受信させ、スイッチング素子１８０を切り替えることができるので、被
制御回路１９０を細かく制御することができる。この間、アンテナ装置１００は、電磁波
を送出し続けており、図５の端子ＡからＤＣ出力を取り出すことが可能なので、アンテナ



(20) JP 5798974 B2 2015.10.21

10

20

30

40

50

１７２にＤＣ電源として供給し、高周波受信回路とオンオフ制御回路を同時に駆動させる
ことも可能である。
【０１２０】
　たとえば、複数のアンテナ装置１００を設けた場合に、図６のように、１つのアンテナ
装置１００のアンテナ１１０によって磁界を生じさせる。反磁界生成用アンテナ１６０に
よって発生する磁界の強度は、アンテナ１１０による磁界で反磁界生成用アンテナ１６０
に生ずる誘導電流の強さで決まるので、アンテナ１１０の作る磁界が強ければ反磁界生成
用アンテナ１６０で発生する磁界も強くなり、アンテナ１１０の作る磁界が弱ければ反磁
界生成用アンテナ１６０で発生する磁界も弱くなる。したがって、アンテナ１１０から送
出される電磁波の強度にかかわらずアンテナ１６０上の磁界を打ち消すことができる。ゲ
ーム用チップ４００のＩＣタグ４１０は、磁界の強度が弱くなれば起電しなくなり働かな
くなるので、厳密に磁界強度をゼロにする必要はなく、不要な場所の磁界強度がＩＣタグ
４１０が動作しないレベルになるように制御すればよい。
【０１２１】
　具体的には、図６のアンテナ１１０から電磁波を出力したとき、アンテナ１１０の近傍
周辺には強い磁界が生ずる。反磁界生成用アンテナ１６０はアンテナ１１０の近傍に配置
されており、磁界の影響を強く受ける。同時にオンオフ制御装置１５０によってオンオフ
信号とＤＣ電源が供給され被制御回路１９０をショート状態にする。このようにして、反
磁界生成用アンテナ１６０は、ループを構成し、アンテナ１１０から発せられる強い磁界
を受けて反磁界生成用アンテナ１６０には強い誘導電流が流れる。このときに流れる誘導
電流の向きは、アンテナ１１０に流れる電流の向きと逆向きであるので、反磁界生成用ア
ンテナ１６０に流れる誘導電流によって生成される磁界は、アンテナ１１０が生成する磁
界を打ち消す向きに生成される。また、アンテナ１１０が弱い磁界を生成した場合は、生
ずる誘導電流も弱いものになり、アンテナが強い磁界を生成した場合には、強い誘導電流
を生じさせる。このようにして、アンテナ１１０では必要な部分のＩＣタグの読み取りを
行い、反磁界生成用アンテナ１６０の位置にあるＩＣタグを読み取らないようにすること
ができる。
【０１２２】
　このように、複数のオンオフ制御装置１７０を設けることで、オンオフ制御装置１５０
によって被制御回路１９０をオン状態にしつつ、複数のオンオフ制御装置１７０の各々の
オンオフ状態を切り替えることで、被制御回路１９０を細かく制御することができる。
【０１２３】
　上述したように、被制御回路１９０にＬＥＤなどの照明装置などを接続して制御しても
よい。複数のオンオフ制御装置１７０の各々のオンオフ状態を切り替えることで、ＬＥＤ
の明るさを順に変更することができる。また、複数種類のＬＥＤを被制御回路１９０に接
続した場合には、発光させる色を切り替えるようにもできる。ＬＥＤを点灯させる回路の
ＤＣ電源には、上述した図５の端子Ａの出力を用いることができる。
【０１２４】
　アンテナ１７２も、アンテナ１３２と同様に、アンテナ１１０と異なり、アンテナ１１
０やＲＦリーダライタ２００に電気的に接続されていないが、オンオフ制御装置１３０か
ら得られるＤＣ電源を利用するようにしてもよい。さらに、アンテナ１７２は、アンテナ
１３２やスイッチング素子１５０にも電気的に接続されていない。
【０１２５】
　すなわち、アンテナ１７２も、アンテナ１１０やＲＦリーダライタ２００と絶縁された
状態になっている。言い換えれば、アンテナ１７２は、アンテナ１１０やＲＦリーダライ
タ２００とは非接触な状態が維持されるようにオンオフ制御装置１７０に設けられている
。したがって、アンテナ１７２にも、ＲＦリーダライタ２００から信号線などを介して直
接ＲＦ信号が供給されることはない。
【０１２６】
＜オンオフ制御回路１７４＞
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　オンオフ制御回路１７４は、ＨＦ帯を用いた場合には、図５に示したオンオフ制御回路
１３４と同様の構成を有してもよい。駆動用コイル（図示せず）からオンオフ制御回路１
７４のアンテナ１７２に磁界が加えられたときには、オンオフ制御回路１７４のアンテナ
１７２は、コイルとして機能し誘導電流を生成する。誘導電流は、オンオフ制御回路１７
４によって直流電圧に変換される。オンオフ制御回路１７４によって変換された直流電圧
は、スイッチング素子１８０に供給される。ただし、この場合でも、アンテナ１７２に供
給する電磁波の周波数は、アンテナ１１０で発生する電磁波の周波数と異なっている。
【０１２７】
　具体的には、オンオフ制御回路１７４のアンテナ１７２に磁界が加えられたときには、
所定の電圧値の電圧がスイッチング素子１８０に供給される。また、オンオフ制御回路１
７４のアンテナ１７２に磁界が加えられていないときには、スイッチング素子１８０に供
給される電圧の電圧値はゼロとなる。
【０１２８】
　スイッチング素子１８０のオン動作・オフ動作は、スイッチング素子１５０と同様に、
スイッチング素子１８０によって制御するための制御装置の動作に応じて適宜決めればよ
い。例えば、スイッチング素子１８０に電圧が供給されたときにオン状態になり、電圧が
供給されていないときにはオフ状態になるもの、逆にスイッチング素子１８０に電圧が供
給されたときにオフ状態になり、電圧が供給されていないときにはオン状態になるものを
、スイッチング素子１８０によって制御する制御装置の動作に応じて適宜選択すればよい
。
【０１２９】
＜スイッチング素子１８０＞
　上述したように、本実施の形態では、スイッチング素子１８０は、オン動作又はオフ動
作する。たとえば、スイッチング素子１８０としてリレー素子などを用いることができる
。スイッチング素子１８０は、コイル１８２と、コイル１８２が発生する磁界に応じて動
作するスイッチ１８４とを含む。コイル１８２に所定の電圧値の電圧を供給したときには
、スイッチ１８４はオン状態になる。また、コイル１８２に所定の電圧値の電圧を供給し
ないときには、スイッチ１８４はオフ状態にすることができるが、上述した図５のように
、コイルに所定の電圧を供給しないときには、スイッチがオン状態になるようにすること
もできる。
【０１３０】
＜＜＜＜第２の実施の形態＞＞＞＞
　図８は、第２の実施の形態による識別情報アクセス装置の構成を示す概略図である。第
２の実施の形態による識別情報アクセス装置は、第１のアンテナ装置１１００及びＲＦリ
ーダライタ２００のほかに、第２のアンテナ装置３００を有する。ＲＦリーダライタ２０
０は、第１の実施の形態による識別情報アクセス装置におけるＲＦリーダライタ２００と
同様の構成を有する（図３参照）。また、ゲーム用チップ４００も第１の実施の形態によ
る識別情報アクセス装置におけるゲーム用チップ４００と同様の構成を有する（図４参照
）。
【０１３１】
　図９は、第１のアンテナ装置１１００及び第２のアンテナ装置３００の構成を示す図で
ある。なお、第１のアンテナ装置１１００及び第２のアンテナ装置３００の構成について
、第１の実施の形態による識別情報アクセス装置におけるアンテナ装置１００と同様の要
素については、同じ符号を付して示した。
【０１３２】
＜＜第１のアンテナ装置１１００＞＞
　第１のアンテナ装置１１００は、アンテナ１１１０によって構成される。アンテナ１１
１０も、第１の実施の形態のアンテナ１１０と同様に、ＨＦ帯を想定しており、いわゆる
ループアンテナであり、導線を環状（ループ状）にして形成されたアンテナである。アン
テナ１１１０も、所定のインダクタンスのコイルとして機能する。アンテナ１１１０の近
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傍では、磁界成分が支配的になる。第１のアンテナ装置１１００はＲＦリーダライタ２０
０に電気的に接続されている。
【０１３３】
　第１のアンテナ装置１１００は、第１の実施の形態のアンテナ装置１００と同様に、Ｒ
Ｆリーダライタ２００の変調部２２２から受け取った変調信号を変調波として、ゲーム用
チップ４００に向けて送信する。また、第１のアンテナ装置１１００は、ゲーム用チップ
４００から送信された変調波を受信し、この変調波を変調信号として、後述するＲＦリー
ダライタ２００の復調部２２４に供給する。
【０１３４】
　なお、第１の実施の形態のアンテナ装置１００には、オンオフ制御装置１３０が設けら
れていたが、第２の実施の形態のアンテナ装置１１００にはオンオフ制御装置１３０は設
けられていない。上述したように、第２の実施の形態においては、オンオフ制御装置１３
０は、第２のアンテナ装置３００に設けられている。
【０１３５】
＜＜第２のアンテナ装置３００＞＞
　第２のアンテナ装置３００は、共振装置３１０を有する。
【０１３６】
＜共振装置３１０の構成＞
　図９及び図１０に示すように、共振装置３１０は、アンテナ３２０とコンデンサ３３０
と抵抗３４０とが直列に接続された共振回路によって構成される。すなわち、共振装置３
１０は、いわゆるＲＬＣ直列回路によって構成される。
【０１３７】
　共振装置３１０において、アンテナ３２０は、ＨＦ帯を想定しており、いわゆるループ
アンテナであり、導線を環状（ループ状）にして形成されたアンテナである。アンテナ３
２０は、インダクタンスＬのコイルとして機能する。アンテナ３２０の近傍では、磁界成
分が支配的になる。
【０１３８】
　コンデンサ３３０は、容量Ｃ（キャパシタンスＣ）を有する。また、抵抗３４０は、抵
抗値Ｒを有する。これらのインダクタンスＬと容量Ｃとを適宜決定することによって、共
振装置３１０における共振周波数を定めることができる。共振周波数は、第１のアンテナ
装置１１００から発せられる電磁波の周波数と略同一である。
【０１３９】
　第２のアンテナ装置３００は、第１のアンテナ装置１１００から発せられる電磁波を受
信する。共振装置３１０は、受信した電磁波によって、受信した電磁波の周波数と略同一
の共振周波数の共振波を生成し、アンテナ３２０から共振波を出力する。
【０１４０】
　第２のアンテナ装置３００は、後述する第１のアンテナ装置１１００やＲＦリーダライ
タ２００の構成と電気的に接続されていない。また、第２のアンテナ装置３００は、第１
のアンテナ装置１１００やＲＦリーダライタ２００から離隔した位置に配置されている。
【０１４１】
＜＜第１のアンテナ装置１１００によって生成される電磁波と、第２のアンテナ装置３０
０によって生成される電磁波＞＞
　第１のアンテナ装置１１００の駆動と第２のアンテナ装置３００の駆動とによって生成
される電磁波について簡単に説明する。
【０１４２】
　第１のアンテナ装置１１００によって生成された電磁波（磁力線）の一部は、第２のア
ンテナ装置３００に到達する。第２のアンテナ装置３００の共振装置３１０は、第２のア
ンテナ装置３００に到達した電磁波と共振し、第２のアンテナ装置３００の共振装置３１
０によって電磁波（以下、共振電磁波と称する。）が生成される。すなわち、第２のアン
テナ装置３００に到達した電磁波は、第２のアンテナ装置３００の共振装置３１０を共振
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させ、共振電磁波が生成される。
【０１４３】
　第１のアンテナ装置１１００によって生成される電磁波と、第２のアンテナ装置３００
の共振装置３１０によって生成され送信される電磁波とは合成させる。以下では、合成さ
れた電磁界の強度を合成電磁界強度と称する。また、ゲーム用チップ４００の制御部４１
２の駆動に必要な起電力を生じさせるのに最小の電磁波の強度を強度Ｉ０と称する。
【０１４４】
　強度Ｉ０以上の強度の電磁波がゲーム用チップ４００のアンテナ４１６で受信された場
合には、制御部４１２及び送受信部４１４の駆動に必要な起電力を生じさせることができ
、ＲＦＩＤ用ＩＣタグと読み書きをすることができる。一方、強度Ｉ０未満の強度の電磁
波がゲーム用チップ４００のアンテナ４１６で受信された場合には、制御部４１２及び送
受信部４１４の駆動に必要な起電力を生じさせることができず、ＲＦＩＤ用ＩＣタグとの
読み書きをすることができない。
【０１４５】
　したがって、第１のアンテナ装置１１００から第２のアンテナ装置３００に至るまでの
任意の位置で、合成電磁界強度が強度Ｉ０より大きくなる場合には、第１のアンテナ装置
１１００から第２のアンテナ装置３００に至るまでの間の任意の位置で、強度Ｉ０以上と
なる電磁波がゲーム用チップ４００のアンテナ４１６で受信される。この場合には、強度
Ｉ０以上となる電磁波の受信によって、ゲーム用チップ４００の制御部４１２及び送受信
部４１４に給電できる。給電によって制御部４１２及び送受信部４１４が駆動され、チッ
プ識別情報を含む変調波が第１のアンテナ装置１１００に送信される。第１のアンテナ装
置１１００から第２のアンテナ装置３００に至るまでの位置に、ゲーム用チップ４００を
配置することができる。
【０１４６】
　第１のアンテナ装置１１００と第２のアンテナ装置３００との間の距離を調節すること
によって、ゲーム用チップ４００において十分な起電力を生じさせ、第１のアンテナ装置
１１００と第２のアンテナ装置３００との間の任意の位置にゲーム用チップ４００を配置
しても、ＲＦＩＤ用ＩＣタグとの読み書きをすることができる。
【０１４７】
　第１のアンテナ装置１１００によって生成される電磁波の強度Ｉ１を調整することによ
り、第２のアンテナ装置３００の共振装置３１０の共振によって生成される共振電磁波の
強度を定めることができる。なお、第１のアンテナ装置１１００から発する電磁波の強度
Ｉ１は、ＲＦリーダライタ２００の制御部２１０による制御によって定めることができ、
ＲＦリーダライタ２００によって、強度Ｉ１を制御することができる。このように、ＲＦ
リーダライタ２００の制御部２１０は、第１のアンテナ装置１１００から発する電磁波の
強度を調整したり変更したりする強度設定装置を構成できる。
【０１４８】
　第１のアンテナ装置１１００と第２のアンテナ装置３００との間の距離や、共振装置３
１０の共振回路に搭載した各部品の定数や、第１のアンテナ装置１１００によって生成さ
れる電磁波の強度などを適宜調節することにより、第２のアンテナ装置３００の共振装置
３１０における共振条件を定めることができる。
【０１４９】
　第２の実施の形態では、１つの第１のアンテナ装置１１００と１つの第２のアンテナ装
置３００とを用いた例を説明した。１つの第１のアンテナ装置１１００と複数の第２のア
ンテナ装置３００とを用いてもよい。
＜オンオフ制御装置１３０＞
　図９に示すように、第２のアンテナ装置３００は、オンオフ制御装置１３０を有する。
なお、第１の実施の形態では、アンテナ装置１００にオンオフ制御装置１３０を設けてい
た。第１の実施の形態と同様に、オンオフ制御装置１３０は、スイッチング素子１５０の
オンオフ動作を制御するための装置である。
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【０１５０】
　オンオフ制御装置１３０は、第１の実施の形態のものと同様に、アンテナ１３２とオン
オフ制御回路１３４とを有する。アンテナ１３２及びオンオフ制御回路１３４は、第１の
実施の形態と同様の構成であり同様に動作する。また、スイッチング素子１５０も、第１
の実施の形態と同様の構成であり同様に動作する。スイッチング素子１５０は、例えば、
オンオフ動作するリレー素子などである。
【０１５１】
　上述したように、第１のアンテナ装置１１００によって生成される電磁波（磁力線）の
一部は、第２のアンテナ装置３００に到達する。第１のアンテナ装置１１００によって生
成される電磁波がアンテナ１３２に到達したときには、第２のアンテナ装置３００の共振
装置３１０によって共振電磁波が生成される。
【０１５２】
　図９に示すように、アンテナ１３２は、アンテナ３２０の内側に配置されている。第１
のアンテナ装置１１００から到達した電磁波と、第２のアンテナ装置３００の共振装置３
１０によって生成された共振電磁波とに基づく磁界がオンオフ制御装置１３０のアンテナ
１３２に印加される。アンテナ１３２は、コイルとして機能し、印加された磁界によって
誘導電流を発生させる。
【０１５３】
　なお、図９に示した例では、アンテナ３２０の内側にアンテナ１３２を配置した例を示
したが、第１のアンテナ装置１１００によって生成される電磁波が到達し、所定の大きさ
の誘導電流を発生させることができる位置にアンテナ１３２を配置すればよい。
【０１５４】
　アンテナ３２０の略中央の領域にアンテナ１３２を配置するのが好ましい。アンテナ３
２０によって発生させる共振電磁波に基づく磁界の大きさは、アンテナ３２０の略中央の
領域で最も大きい。アンテナ３２０の略中央の領域にアンテナ１３２を配置することで、
アンテナ１３２で発生させる誘導電流を大きくすることができる。
【０１５５】
＜スイッチング素子１５０＞
　スイッチング素子１５０は、第１の実施の形態と同様に、オン動作又はオフ動作する。
たとえば、スイッチング素子１５０としてリレー素子などを用いることができる。スイッ
チング素子１５０は、コイル１５２と、コイル１５２が発生する磁場に応じて動作するス
イッチ１５４とを含む。コイル１５２に所定の電圧値の電圧を供給したときには、スイッ
チ１５４はオン状態になる。また、コイル１５２に所定の電圧値の電圧を供給しないとき
には、スイッチ１５４はオフ状態になる。
【０１５６】
　第１のアンテナ装置１１００によって生成される電磁波が到達し、アンテナ１３２が誘
導電流を発生させたときには、スイッチ１５４はオン状態になる。また、第１のアンテナ
装置１１００によって生成される電磁波が到達せず、アンテナ１３２が誘導電流を発生さ
せないときには、スイッチ１５４はオフ状態になる。
【０１５７】
＜＜オンオフ制御装置１７０＞＞
　図１０に示した例は、第２のアンテナ装置３００に設けられたオンオフ制御装置１３０
と別にオンオフ制御装置１７０を有する構成を示す。なお、オンオフ制御装置１７０は、
第１の実施の形態と同様の構成を有し、同様に機能する。図１０に示した例では、オンオ
フ制御装置１７０によってスイッチング素子１８０が制御される。スイッチング素子１８
０によって制御される制御装置を被制御回路１９０として示した。被制御回路１９０には
、オンオフ制御装置１３０が電気的に接続されているとともに、オンオフ制御装置１７０
も電気的に接続されている。被制御回路１９０は、オンオフ制御装置１３０とオンオフ制
御装置１７０との双方で制御される。
【０１５８】
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＜＜第１アンテナ装置１１００及び第２のアンテナ装置３００の配置＞＞
　第１の実施の形態では、図６に示すように、複数のアンテナ装置１００を配置した場合
を示した。この場合には、図１１（ａ）に示したベットテーブル８００に用いることがで
きる。第２の実施の形態においても、複数の第１アンテナ装置１１００及び第２のアンテ
ナ装置３００を配置することができる（図示せず）。第２の実施の形態においては、１つ
の第１アンテナ装置１１００と１つの第２のアンテナ装置３００とが対になるようにして
、複数の対を配置することができる。この場合には、後述するチップトレイ構造体６００
などに用いることができる。
【０１５９】
　複数の第１アンテナ装置１１００及び第２のアンテナ装置３００を配置する場合には、
第１の実施の形態と同様に、第２のアンテナ装置３００のスイッチング素子１５０に被制
御回路１９０を電気的に接続する（図６参照）。被制御回路１９０には、反磁界生成用ア
ンテナ１６０など（図示せず）を接続する。たとえば、被制御回路１９０に反磁界生成用
アンテナ１６０を接続した構成とした場合には、第１アンテナ装置１１００へのＲＦ信号
の供給に応じて、第２のアンテナ装置３００のスイッチング素子１５０をオンオフ動作さ
せ、反磁界生成用アンテナ１６０の動作をオンオフし、磁界を生成させたり消滅させたり
する。
【０１６０】
　なお、１つの第１アンテナ装置１１００と１つの第２のアンテナ装置３００とが対とし
て動作可能であればよく、第１アンテナ装置１１００と第２のアンテナ装置３００とうち
の少なくとも一方が共用するように配置されていてもよい。後述するチップトレイ構造体
６００では、第１アンテナ装置１１００が、第２のアンテナ装置３００ａと３００ｂとの
双方で共用する例である。また、２つの第１アンテナ装置１１００で、１つの第２アンテ
ナ装置３００を共有して動作させることもできる。この場合、それぞれの第１アンテナ装
置１１００と第２アンテナ装置３００とは、共振可能は距離にあることはいうまでもない
。
【０１６１】
＜＜チップトレイ構造体６００＞＞
　図１２は、チップトレイ構造体６００を示す斜視図である。チップトレイ構造体６００
は、チップトレイ６１０と基板カバー６２０とベース６３０とからなる３層構造を有する
。さらに、チップトレイ６１０の上部を覆うための蓋体６６０を有する。蓋体６６０は、
チップトレイ６１０に対して施錠することができる。
【０１６２】
　チップトレイ６１０は、遊技者に渡すゲーム用チップ４００や、遊技者から回収したゲ
ーム用チップ４００を収納するためのトレイである。チップトレイ６１０にはゲーム用チ
ップ４００を収納するための複数の溝６４０、たとえば１８本の溝６４０が手前側から奥
側に向かって形成されている。１本の溝６４０には、３０枚のゲーム用チップ４００を収
納することができる。
【０１６３】
　このチップトレイ構造体６００に、第１のアンテナ装置１１００と第２のアンテナ装置
３００とを設けて、チップトレイ構造体６００に収容されているゲーム用チップ４００の
チップ識別情報によって、ゲーム用チップ４００を管理することができる。
【０１６４】
　図１３は、チップトレイ６１０の直列に並んだ２本の溝６４０の近くに設けられた第１
のアンテナ装置１１００と第２のアンテナ装置３００との概略を示す図である。なお、図
１３は、１８本の溝６４０のうちの隣り合う６本の溝６４０を抽出して示す図である。
【０１６５】
　図１３において、図面の中央で直列に並んだ２本の溝６４０を、溝６４０ａ－Ｃ及び溝
６４０ｂ－Ｃと称する。同様に、図面の左側で直列に並んだ２本の溝６４０を、溝６４０
ａ－Ｌ及び溝６４０ｂ－Ｌと称し、図面の右側で直列に並んだ２本の溝６４０を、溝６４
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０ａ－Ｒ及び溝６４０ｂ－Ｒと称する。なお、以下で、特に、中央、右、左を区別する必
要がない場合には、単に溝６４０ａ又は溝６４０ｂと称する。さらに、溝６４０ａ及び溝
６４０ｂを区別する必要がない場合には、単に溝６４０と称する。
【０１６６】
　溝６４０ａ及び溝６４０ｂは、断面が略半円の略半円筒形の長尺な形状を有する。溝６
４０ａは、第１の端部６２２ａと第２の端部６２４ａと有する。第１の端部６２２ａと第
２の端部６２４ａとは、溝６４０ａの長手方向において最も離隔した位置に互いに向かい
会うように形成されている。溝６４０ａにおいて、第１の端部６２２ａと第２の端部６２
４ａとの間に、最大で３０枚のゲーム用チップ４００が収容される。同様に、溝６４０ｂ
は、第１の端部６２２ｂと第２の端部６２４ｂと有する。第１の端部６２２ｂと第２の端
部６２４ｂとは、溝６４０ｂの長手方向において最も離隔した位置に互いに向かい会うよ
うに形成されている。溝６４０ｂにおいて、第１の端部６２２ｂと第２の端部６２４ｂと
の間に、最大で３０枚のゲーム用チップ４００が収容される。
【０１６７】
　溝６４０ａの第２の端部６２４ａと溝６４０ｂの第１の端部６２２ｂとの間に、第１の
アンテナ装置１１００が配置されている。以下では、図面の中央に配置された第１のアン
テナ装置１１００を第１のアンテナ装置１１００－Ｃと称する。同様に、図面の左側に配
置された第１のアンテナ装置１１００を第１のアンテナ装置１１００－Ｌと称し、図面の
右側に配置された第１のアンテナ装置１１００を第１のアンテナ装置１１００－Ｒと称す
る。なお、以下で、特に、中央、右、左を区別する必要がない場合には、単に第１のアン
テナ装置１１００と称する。
【０１６８】
　第１のアンテナ装置１１００は、上述したように、ループアンテナである。また、ゲー
ム用チップ４００のアンテナ４１６もループアンテナである。第１のアンテナ装置１１０
０のループをなす面が、溝６４０ａ及び溝６４０ｂに収納されたゲーム用チップ４００の
ループをなす面と略平行になるように、第１のアンテナ装置１１００は配置されている。
このようにすることで、第１のアンテナ装置１１００から発せられる磁力線を、ゲーム用
チップ４００のループアンテナに、的確に貫くことができ、第１のアンテナ装置１１００
とゲーム用チップ４００との間で、電磁波を効率よく送受信できる。
【０１６９】
　溝６４０ａの第１の端部６２２ａ側であって溝６４０ａの外側に、第２のアンテナ装置
３００ａが配置されている。同様に、溝６４０ｂの第２の端部６２４ｂ側であって溝６４
０ｂの外側に、第２のアンテナ装置３００ｂが配置されている。
【０１７０】
　以下では、図面の中央に配置された第２のアンテナ装置３００ａを第２のアンテナ装置
３００ａ－Ｃと称する。同様に、図面の左側に配置された第２のアンテナ装置３００ａを
第２のアンテナ装置３００ａ－Ｌと称し、図面の右側に配置された第２のアンテナ装置３
００ａを第２のアンテナ装置３００ａ－Ｒと称する。なお、以下で、特に、中央、右、左
を区別する必要がない場合には、単に第２のアンテナ装置３００ａと称する。
【０１７１】
　図面の中央に配置された第２のアンテナ装置３００ｂを第２のアンテナ装置３００ｂ－
Ｃと称する。同様に、図面の左側に配置された第２のアンテナ装置３００ｂを第２のアン
テナ装置３００ｂ－Ｌと称し、図面の右側に配置された第２のアンテナ装置３００ｂを第
２のアンテナ装置３００ｂ－Ｒと称する。なお、以下で、特に、中央、右、左を区別する
必要がない場合には、単に第２のアンテナ装置３００ｂと称する。
【０１７２】
　第２のアンテナ装置３００ａ及び３００ｂも、上述したように、ループアンテナである
。第２のアンテナ装置３００ａ及び３００ｂのループをなす面が、第１のアンテナ装置１
１００のループをなす面と略平行になるように、第２のアンテナ装置３００ａ及び３００
ｂは配置されている。このようにすることで、第１のアンテナ装置１１００で発せられる
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電磁波に効率よく共振させることができ、第１のアンテナ装置１１００でゲーム用チップ
４００の読み取り範囲を安定的に広げることができる。
【０１７３】
　溝６４０ａの長手方向の長さに応じて、第１のアンテナ装置１１００によって生成され
る電磁波の強度は定められている。具体的には、溝６４０ａの第１の端部６２２ａから第
２の端部６２４ａに至るまでに亘って、合成電磁界強度が、上述した強度Ｉ０以上となる
ように第１のアンテナ装置１１００の電磁波出力、及び第２のアンテナ装置３００の各共
振条件は定められている。このようにすることで、溝６４０ａのいずれの位置にゲーム用
チップ４００を配置したとしても、制御部４１２及び送受信部４１４の駆動に必要な起電
力を生じさせることができ、ＲＦＩＤ用ＩＣタグとの読み書きをすることができる。
【０１７４】
　溝６４０ｂも同様であり、溝６４０ｂのいずれの位置にゲーム用チップ４００を配置し
たとしても、制御部４１２及び送受信部４１４の駆動に必要な起電力を生じさせることが
でき、ＲＦＩＤ用ＩＣタグとの読み書きをすることができる。
【０１７５】
　このように、第１のアンテナ装置１１００を挟むように２つの第２のアンテナ装置３０
０（一方の第２のアンテナ装置３００及び他方の第２のアンテナ装置３００）を設ける。
第１のアンテナ装置１１００と一方の第２のアンテナ装置３００との間には、ゲーム用チ
ップ４００を少なくとも１つ収容できる収容部を有する。また、第１のアンテナ装置１１
００と他方の第２のアンテナ装置３００との間には、ゲーム用チップ４００を少なくとも
１つ収容できる収容部を有する。
【０１７６】
　第１のアンテナ装置１１００と一方の第２のアンテナ装置３００との間に収容されたゲ
ーム用チップ４００は、これらの第１のアンテナ装置１１００と一方の第２のアンテナ装
置３００とによって、チップ識別情報が読み取られる。同様に、第１のアンテナ装置１１
００と他方の第２のアンテナ装置３００との間に収容されたゲーム用チップ４００は、こ
れらの第１のアンテナ装置１１００と他方の第２のアンテナ装置３００とによって、チッ
プ識別情報が読み取られる。
【０１７７】
　このように、チップトレイ構造体６００における直列に並んだ２本の溝６４０に対して
第１のアンテナ装置１１００と第２のアンテナ装置３００とを配置することによって、チ
ップトレイ構造体６００に収容された全てのゲーム用チップ４００のチップ識別情報を読
み取ることができる。
【０１７８】
　チップトレイ６１０と基板カバー６２０とベース６３０と蓋体６６０は、非金属の材料
、たとえば、プラスチックなどで構成されているものが好ましい。非金属の材料にするこ
とで、第１のアンテナ装置１１００や一方の第２のアンテナ装置３００から的確に所望す
る電磁波を生成することができる。
【符号の説明】
【０１７９】
　１００　アンテナ装置
　２００　ＲＦリーダライタ
　３００　第２のアンテナ装置
　４００　ゲーム用チップ４００
　１１００　第１のアンテナ装置
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